
　
今
年
は
塩
竈
を
衰
退
の
危
機
か
ら
救
っ

た
仙
台
藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公（
肯
山

公
）の
三
百
年
遠
忌（
お
ん
き)
に
当
た
り

ま
す
。 

　
６
月
号
に
引
き
続
き
、 

７
月
号
で
は
市

内
に
残
る
綱
村
公
の
事
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

　
歴
代
の
仙
台
藩
主
は
鹽
竈
神
社
の「
大

神
主
」と
し
て
祭
事
を
司
り
ま
し
た
。 

中

で
も
綱
村
公
は
神
仏
に
対
す
る
信
仰
が
極

め
て
深
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、 

御
祭
神

な
ど
を
調
査
さ
せ
て
鹽
竈
神
社
の
縁
起
を

確
定
す
る
な
ど
、 

現
在
の
鹽
竈
神
社
の
根

幹
を
築
き
ま
し
た
。

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

現
在
の
社
殿
は
、綱
村
公
が
元
禄
８

（
1
6
9
5)

年
に
改
築
に
着
手
し
、 

五
代

藩
主
吉
村
公
の
と
き
に
完
成
し
た
も
の
で

す
。こ
の
造
営
の
際
、一
宮
合
祀
と
な
っ
て

い
た
社
殿
が
、古
式
に
な
ら
っ
て
左
宮
・
右

宮
の
両
宮
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
坂
の
大
鳥
居（
国
重
要
文
化
財
）は
、

鹽
竈
神
社
の
改
築
を
記
念
し
て
綱
村
公
が

奉
納
し
た
も
の
で
す
。

　
表
坂
に
向
か
っ
て
左
側
の
柱
に
は「
寛

文
三
年
癸
卯
七
月
七

日
松
平
亀
千
代（
綱

村
公
の
幼
名)
」の
刻

印
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
材
料
の
御
影
石
は

一
関
産
で
、 

北
上
川

を
通
じ
て
船
で
運
ば

れ
ま
し
た
。

　
東
園
寺（
旭
町
）の
境
内
に
残
る「
東
園

寺
碑
」は
、 

綱
村
公
の
功
績
を
称
え
る
た

め
、 

安
永
５（
１
７
７
６
）年
に
恵
活
禅
師

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
慶
応
３（
１
８
６
７
）年
の
大
火
の
際
に

破
損
し
、 

一
部
が
残
る
の
み
で
す
が
、 

東
園

寺
に
拓
本(

た
く
ほ
ん)

が
現
存
す
る
ほ
か
、 

昭
和
59（
１
９
８
４
）年
に
は
市
民
有
志

に
よ
り
新
た
な
碑
が
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
尾
島
町
、 

新
富
町
、 

旭
町
に
か

け
て
の
国
道
45
号
線
沿
い
の
地
域
は
、 

か

つ
て「
鷹
の
巣
浦
」と
呼
ば
れ
た
入
江
で
し

た
。 

そ
の
最
奥
部
は
花
立
町（
現
在
の
第

三
小
学
校
あ
た
り
）に
至
っ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。

　
鷹
の
巣
浦
は
綱
村
公
が
出
し
た「
貞
享

の
特
令
」に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
許
さ
れ
、

堤
が
築
か
れ
て
干
拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
花
立
町
の
南
の
丘
、通
称
観
月
山
に
は

２
基
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。 

大
き
い
方
の

「
土
地
造
成
記
念
碑
」の
冒
頭
に
は
、 「
こ

の
地
は
昔
、 

鷹
の
巣
入
江
と
い
わ
れ
た
海

浜
で
あ
っ
た
が
、 

貞
享
二
年
仙
台
藩
第
四

世
綱
村
公
の
時
代
、塩
釜
村
繁
栄
の
た
め

干
拓
さ
れ
て
以
来
、 

中
新
田
と
と
な
え
開

墾
、村
民
に
恵
澤（
け
い
た
く
）す
る
こ
と

頗（
す
こ
ぶ
）る
大
き
か
っ
た
」と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
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塩竈市津波防災センター
7月12日㈭11:00オープン！

　「マリンゲート塩釜」隣に津波防災センターがオープンします。 
東日本大震災の記録や防災に役立つ情報の展示、津波発生時は
一時避難場所、 市営汽船欠航時は待機場所として活用します。 
　オープン初日には、記念講演が行われます。

記念講演　※入場自由ですが、席に限りがあります
と　き　7月12日㈭11:10～
講　師　東北大学災害科学国際研究所
　　　　情報管理・社会連携研究部門 佐藤翔輔 准教授

□問　市民安全課防災係☎355-6491
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